
IoTを導入して生産性の向上を図る県内企業等のモデル的な取組みを支援します

●補助上限２００万円
●補助率１／２以内

●採択件数５件程度

●申込受付期間
５月１８日（金）
～７月６日（金）

たとえばこんな企業課題にIoTを使って・・・

●補助対象者：県内に主たる事業所を有する中小企業者

●補助対象事業：IoTを活用して自社の生産性向上を図るモデル的な取組み（※1）

であって、富山県内で実施される事業
※1 「モデル的な取組み」とは
単なる機器導入ではなく、企業等の課題をIoT活用により解決し、生産性向上を図るもの
であり、かつ、その取り組みやノウハウが県内中小企業に波及することが期待できるもの

●補助対象経費：機械装置・器具費（※2）、クラウド使用料、専門家経費、通信運搬費、外注費等
※2 原則として、ソフトウェアも含めて「リース」による利用とすることとし、特段の理由
（リースによる利用ができない、購入したほうが安価である）がない限り購入は認められません

申込み・お問合せ＊富山県商工労働部商工企画課企画係

TEL 076-444-3243（直通） Email ashokokikaku★pref.toyama.lg.jp
県商工企画課 http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1301/kj00017906.html

機械データの取得

工場の機械にセンサーをつけ
て、異常発生時のデータを取
得したい。発生時のデータを
分析することで、機械の停止
時間を減らしたい。

在庫管理・生産管理

RFIDタグを使って、在庫数
と保管場所を管理。蓄積した
読み取りデータを使って、生
産の進捗も把握・管理できる
ようにしたい。

進捗データの共有

商品生産の進捗状況を社内だ
けでなく取引先も把握できる
仕組み。過剰生産や欠品を防
ぎ、納期を踏まえて生産工程
が随時見直せる。

■IoT導入とは

単に従来から行われている単独機械の自動化や工程内の生産管理ソフトの導入に留まらず、
複数の機械等がネットワーク環境に接続され、そこから収集される各種の情報・データを
活用して、以下のいずれかを行うことを指す。

①監視（モニタリング） ②保守（メンテナンスサービス）
③制御（コントロール） ④データ分析（アナライズ）

★を＠にかえて送信してください


